
  （別紙３）

〜 令和7年12⽉29⽇

（対象者数） 17 （回答者数） 16名

〜 令和7年12⽉29⽇

（対象者数） ２4名 （回答者数） 23名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

学習をさらに深める必要がある。休憩は、全体の活動や職員
体制のバランスや都合を考え、⾃主的に休憩時間を取れるよ
うになると良い。そのことが主体性につながる事にもなる。

2

⼦どもの発達のみちすじを知ることで、⼦どもの⾏動の分析
が科学的にでき、感情でなく理性で接することができる。ス
テージに応じた学習を深める。

3

話し合える時間が必要。２年に⼀回は全体での職員研修の時
間を持つ。

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

活動を分散し、公園登園している。園舎前のミカン屋さんも
貸借している。今後の⾒通しを具体的に⽴てていく必要があ
る。

2

保育の楽しさを全ての職員が知るよう、常勤職員を主として
具体的に取り組んでいく。

3

お便りの間違いについては、⽇にちの確認の得意な職員、内
容の確認の得意な職員共に、確認を⾏う。

建物と園庭が狭い、相談室も1つだけで予備の教室がない。
遊具も限られている。

発達相談やことばの相談と重なった時に、相談室が使えない
時があり、もう⼀部屋あったら良いなと思う事がある。園庭
にブランコがほしい。

昼からの活動が遊び込めていないのでは︖知的活動をもっと
取り⼊れていきたい。⾒守りのみの職員の配置を⾒直し、誰
でも率先して⼦どもと遊べるようになるともっと遊びが充実
するのでは︖

研修も必要。業務に対してやりがいや達成感などを、すべて
の職員が体感できるような取り組みを管理職員ができていな
いのでは︖

おたよりのまちがい、服の間違い等がまだある 業務過多の⾯もあるが、段取り⼒の悪さもある。メリハリを
つけてやるべきことをこなし、きめ細やかな配慮の⼒に発展
させていきたい。

みんなが⼦どもが好き ⾃然と⼦どもが好き。職責や経験年数に応じて、対応が難し
い場合は、先輩職員が交代したりサポートに⼊ったりしてい
る。

⼦どもの気持ちに寄り添う職員が多い ⾃然と寄り添える職員が多い。寄り添う事が保育活動全体の
保育体制に影響がないか等、気になる場⾯があるかもしれな
い。そのことについては、保育終了後に否定し合うことな
く、認め合いながらより良い⽅法について、みんなで知恵を
出し合って対応を決める。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

みんなで⼦どもの事で意⾒をだしあって話し合え、共有でき
る。⼀⽇をみんなで振り返り、次の⽇にできることを⾏う。
悪い事ばかりでなく、成⻑も喜び合える
⾵通しがが良い。

挨拶、両⼿で物を渡す 雑務はみんなでする 機嫌よくいら
れるよう⾃⾝を整える

○事業所名 児童発達⽀援センター通園くじら

○保護者評価実施期間 令和7年12⽉21⽇

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和7年12⽉21⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 令和8年1⽉24⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

事業所における⾃⼰評価総括表公表


